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（別紙）

台湾向け輸出貝類の取扱要領

１．趣旨

本要領は、我が国から台湾に輸出される食用の貝類の証明書の発行について、証明

書発行機関の責務、関係事業者が遵守すべき要件、証明書発行の手続等を定めるもの

である。

２．定義

本要領において、次の各号に掲げる用語の定義は、それぞれ当該各号に定めるとこ

ろによる。

（１）台湾向け輸出貝類：我が国から台湾に輸出される別添１に掲げる食用の貝類及び

それらの加工品（乾燥品、塩蔵品、燻製品等）

（２）取扱施設：台湾向け輸出貝類を最終加工（包装、冷凍、冷却、むき身にするため

の処理等（単なる保管を除く。））する施設（国内で加工を行わない台湾向け輸出貝

類にあっては最終保管する施設。）

（３）食品監視安全課：厚生労働省医薬・生活衛生局食品監視安全課

（４）地方厚生局：厚生労働省地方厚生局健康福祉部食品衛生課

（５）畜水産安全管理課：農林水産省消費・安全局畜水産安全管理課

（６）加工流通課：水産庁漁政部加工流通課

（７）都道府県等衛生部局：都道府県、保健所設置市及び特別区における衛生主管部局

（８）都道府県水産部局：都道府県における水産主管部局

（９）証明書：台湾向け輸出貝類のための輸出衛生証明書

（10）取扱施設管理者：取扱施設において、本要領の要件が遵守されていることに責任

を負う個人又は法人

（11）輸出者：台湾向け輸出貝類を輸出しようとする者であって、生産から輸出に至る

までの流通経路を把握し、その間の衛生管理について責任を負う者

（12）証明書発行機関：証明書を発行する機関として台湾側に登録された機関（活貝類

については都道府県水産部局又は加工流通課、活貝類を除く貝類については都道府

県等衛生部局又は地方厚生局が発行する。）

（13）登録検査機関：食品衛生法（昭和22年法律第233号。以下「法」という。）第４条

第９項に規定する登録検査機関

３．証明書発行機関の登録手続（活貝類を輸出する場合を除く。）

証明書を発行する機関は、取扱施設を所管する都道府県等衛生部局を原則とする。

ただし、証明書発行機関として都道府県等衛生部局が登録されない地域にあっては、

当該地域を所管する地方厚生局において発行を行うこととする。

（１）都道府県等衛生部局が証明書を発行するに当たっては、証明書の発行機関名（日

本語及び英語）、所在地（日本語及び英語）及び印章を別紙様式１により、食品監視
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安全課長宛てに申請をすること。なお、印章については、各証明書発行機関につき

１つとする。

（２）食品監視安全課は、証明書発行機関名、所在地及び印章の登録の申請を受理した

後、台湾側に当該証明書発行機関名、所在地及び印章の登録を要請する。

（３）食品監視安全課は、台湾側から登録完了の報告を受けた後、証明書発行機関名及

び所在地を厚生労働省のホームページ上で公表するとともに、証明書発行機関登録

申請者に連絡する。なお、当該公表をした時点をもって、登録手続の完了とする。

（４）証明書発行機関は、登録事項に変更が生じた場合、変更の都度速やかに、別紙様

式２により、食品監視安全課長宛てに登録事項の変更を申請する。食品監視安全課

は、申請内容の確認を行った後、（２）及び（３）に準じて手続を行う。

４．証明書発行機関の登録手続（活貝類を輸出する場合に限る。）

証明書を発行する機関は、輸出する活貝類を所管する都道府県水産部局を原則とす

る。ただし、証明書発行機関として都道府県水産部局が登録されない地域にあっては、

加工流通課において発行を行うこととする。

３．の（１）から（４）までの規定は、活貝類に係る証明書発行機関の登録手続に

ついて準用する。この場合において、この規定中「都道府県等衛生部局」とあるのは

「都道府県水産部局」と、「食品監視安全課」とあるのは「加工流通課」と、「厚生労

働省」とあるのは「水産庁」と、「別紙様式１」とあるのは「別紙様式７」と、「別紙

様式２」とあるのは「別紙様式８」と読み替えるものとする。

５．証明書の発行（活貝類を輸出する場合を除く。）

（１）証明書の発行申請

輸出者は、台湾向け輸出貝類について輸出を行うごとに、別紙様式３－１（日本

語及び英語）及び別紙様式４（Ⅰに英語で記入）に以下のアからキまでの書類を添

付して、誓約事項を了承の上、取扱施設を所管する証明書発行機関宛てに申請を行

う（ウ．を申請時に提出できない場合には、証明書発行日までに証明書発行機関に

提出すること。）。

なお、電子メール又は輸出入・港湾関連情報処理システム（以下「NACCS」とい
う。）による申請を行う場合にあっては、別添２によるものとする。

また、生鮮品の輸出など、申請日当日に証明書の交付を希望する場合には、手続

を円滑に行うため、事前に証明書発行機関に相談するなど連携を図ること。

ア．インボイスの写し

イ．パッキング・リストの写し

ウ．船荷証券（BL）又は航空貨物運送状（AWB)の写し
エ．漁業権免許（漁業法（昭和24年法律第267号）第10条に基づく免許。以下同じ。）

の写し（輸出する貝類が国内で養殖されたものの場合に限る。）

オ．取扱施設が下記のいずれかに該当する施設であることを示す書類の写し（証明

書発行機関が地方厚生局の場合に限る。）。①又は②に該当する取扱施設について

は、③の内容が確認できる書類の写しについても添付すること。
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なお、同一の輸出者が同一の取扱施設において最終加工した貝類を継続して輸

出する場合であって当該書類の記載内容に変更がない場合は、別紙様式３－１へ

の許可番号等の記載により添付を省略することができる。

①法第52条に基づく営業許可を有する施設

②条例等による食品製造等の営業許可を有する又は営業に係る届出等を行ってい

る施設

③食品衛生監視員による監視指導の結果、一定程度の衛生管理が実施されている

ことが食品衛生監視票等の書類で確認可能な施設（食品衛生監視票の場合は、

採点成績が90点以上）

カ．登録検査機関において、必要に応じ別途通知に定めるところにより自主検査を

実施し、検査基準を満たしていることを確認できる発行日から１年以内（３年以

上の輸出実績があり、過去３年間の検査結果に問題が認められなかった場合には

３年以内）の試験成績書の写し。なお、同一の取扱施設で加工等された同一製品

を試験成績書の有効期間内に継続して輸出する場合には、当該試験成績書の添付

を省略できる。

キ．入手経路等が明らかとなる取引関係書類の写し

コンテナ番号及び封印番号については、申請時までに判明しない場合は空欄の状

態で提出可能であるが、証明書発行日までに、証明書発行機関宛てに別紙様式３－

２により届け出ること。

（２）証明書の発行要件

証明書の発行は、台湾向け輸出貝類が次に掲げる要件の全てに適合する場合に行

うものとする。

なお、申請内容の確認等に当たり、申請者に対し、必要と判断される追加資料の

提出を求めることができる。また、必要に応じて官能検査等を実施し、貨物の状態

を確認することができる。

ア．関税法（昭和29年法律第61号）第２条第１項第４号の「内国貨物」であること。

イ．別紙様式３－１（１．輸出貝類の詳細）と添付書類の内容が合致していること。

ウ．輸出する貝類が養殖されたものである場合には、漁業権免許を有する養殖場（た

だし、陸上養殖のように漁業法第６条第４項に定める「区画漁業」に該当しない

養殖業の養殖場は除く。以下同じ。）において生産されたものであること。

エ．５．（１）オ．の①から③までのいずれかに該当する取扱施設において最終加工

又は最終保管されたものであり、申請書類の内容において食品衛生上の問題が認

められないこと。

オ．輸出する貝類が海外から輸入されたものである場合は、天然に由来するもので

あること。また、法第27条の規定に基づく食品等輸入届出書等により、法に適合

していることが確認できるものであること。

カ．登録検査機関の試験成績書の結果が、５．（１）カに基づく検査基準を満たして

いること。

（３）証明書の発行手続

（２）に適合すると判断された場合には、証明書発行機関は以下の点に留意しつ
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つ、別紙様式４の証明書に必要事項を記入の上、担当者が署名し、印章を押印した

後に、証明書原本を輸出者に速やかに交付するとともに、その写し、別紙様式３－

１及び３－２を３年間保存する。

ア．英語で記載すること。

イ.「Reference No.」については、証明書発行機関において独自に管理を行うこと。
・都道府県等衛生部局の発行番号：

上２桁はTW、次の４桁は都道府県別市区町村符号又は保健所符号（符号が２桁

の場合は、続けて00を付すこと。例：北海道0100）、次の１桁はハイフン、次の２

桁は西暦の下２桁（年度）、10桁目以降に0001から番号を付すこと。（例：北海道T

W0100-170001、那覇市保健所TW4731-170001）

・地方厚生局の発行番号：

上２桁は、TW、次の４桁は北海道厚生局は9991、東北厚生局は9992、関東信越

厚生局は9993、東海北陸厚生局は9994、近畿厚生局は9995、中国四国厚生局は999

6、九州厚生局は9997、次の１桁はハイフン、次の２桁は西暦の下２桁（年度）10

桁目以降に0001から番号を付すこと。（例：北海道厚生局TW9991-170001）

（４）証明書の発行取消し

予定していた輸出が中止になり、証明書が不要となった場合には、輸出者は、別

紙様式５により取消願を提出すること。

既に輸出者が証明書を受領していたときには、速やかに取消願とともに証明書を

証明書発行機関に返却すること。なお、証明書の返却が確認されるまで、証明書発

行機関は当該輸出者に対して新たな証明書を発行しないものとする。

（５）違反した台湾向け輸出貝類に対する対応

台湾の食品衛生等に関する法令に違反した旨の連絡を台湾側から受けるなど、台

湾向け輸出貝類に問題が発生した場合は、食品監視安全課及び加工流通課は、証明

書発行機関を通じて輸出者及び取扱施設に対し、原因究明及び改善の指示、検査の

強化等適切な措置をとるものとする。

なお、問題点の原因究明及び改善措置の状況から、問題が改善されたと食品監視

安全課及び加工流通課が判断した場合にあっては、検査の強化等を解除することが

できる。

（６）証明書発行の停止

食品監視安全課及び証明書発行機関は、以下のいずれかに該当するときは、必要

に応じ畜水産安全管理課及び加工流通課と協議の上、当該輸出者に対する証明書の

発行を停止する。

ア．提出書類の記載内容が虚偽又は不実であると認められる場合又はその疑いがあ

るとき

イ．過去に交付を受けた証明書の不正使用が判明している輸出者からの申請であっ

て、当該輸出者に証明書を交付した場合に、証明書の適正使用が確保されないと

判断されるとき

ウ．その他相当の理由があると認められるとき
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なお、証明書発行機関は、証明書の発行を停止した場合は、食品監視安全課宛て

連絡すること。また、食品監視安全課は、輸出者に対する証明書の発行を停止した

場合又は証明書発行機関から発行停止の連絡を受けた場合、全ての証明書発行機関

宛て周知するとともに、厚生労働省のホームページ上でその旨を公表する。

（７）証明書発行実績の報告

証明書発行機関は、前年度の証明書発行件数等について、食品監視安全課が別途

定める様式により、新年度の４月末日までに食品監視安全課宛て報告すること。な

お、発行実績がない場合もその旨報告すること。

６．証明書の発行（活貝類を輸出する場合に限る。）

（１）申請

輸出者は、台湾向け輸出貝類について輸出を行うごとに、別紙様式９－１（日本

語及び英語で記入）及び別紙様式10（Ⅰに英語で記入）に次の書類を添付して、誓

約事項を了承の上、証明書発行機関宛てに申請を行う（ウ．は申請時に提出できな

い場合には、証明書発行日までに証明書発行機関に提出すること。）。

なお、電子メール又は NACCS による申請を行う場合にあっては、別添２によるも
のとする。

また、申請日当日に証明書の交付を希望する場合には、手続を円滑に行うため、事

前に証明書発行機関に相談するなど連携を図ること。

ア．インボイスの写し

イ．パッキング・リストの写し

ウ．販売証明書等

エ．漁業権免許の写し（輸出する貝類が国内で養殖されたものであり、証明書発行

機関が加工流通課の場合に限る。）

また、コンテナ番号及び封印番号については、申請時までに判明しない場合は空

欄の状態で提出可能であるが、証明書発行日までに、証明書発行機関宛てに別紙様

式９－２により届け出ること。

（２）証明書の発行要件

証明書の発行は、次に掲げる要件全てを満たすものに対して行うものとする。

なお、申請内容の確認等に当たり、申請者に対し、必要と判断される追加資料の提

出を求めることができる。また、必要に応じ、官能検査等を実施し、貨物の状態を

確認することができる。

ア．関税法第２条第１項第４号の「内国貨物」であること。

イ．別紙様式９－１と添付書類の内容が合致していること。

ウ．輸出する貝類が養殖されたものである場合には、漁業権免許を有する養殖場に

おいて生産されたものであること。

エ．輸出する活貝類が、「生産海域における貝毒の監視及び管理措置について」（平

成27年３月６日付け26消安第6073号農林水産省消費・安全局長通知）２の（２）

に基づく出荷の自主規制の対象となっていないこと。
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（３）準用

５．（３）から（７）までの規定は、活貝類に係る証明書の発行について準用する。

この場合において、この規定中「食品監視安全課」とあるのは「加工流通課」と、「加

工流通課」とあるのは「食品監視安全課」と、「厚生労働省」とあるのは「水産庁」

と、「別紙様式３－１」とあるのは「別紙様式９－１」と、「別紙様式３－２」とあ

るのは「別紙様式９－２」と、「別紙様式４」とあるのは「別紙様式10」と、「別紙

様式５」とあるのは「別紙様式11」と読み替えるものとする。

７．その他

（１）取扱施設に対する調査

食品監視安全課は、証明書発行機関及び都道府県等衛生部局と協力して、取扱施

設の衛生管理状況等について、必要に応じて調査を実施することができる。

（２）取扱施設管理者及び輸出者自らの衛生管理

取扱施設管理者及び輸出者は、必要に応じて互いに連携し、台湾の食品衛生上の

規則及び条件について自ら情報収集を行うとともに、適宜モニタリング検査を実施

する等により、台湾向け輸出貝類に関する自主的な衛生管理に努めること。

（３）動物衛生に関する衛生証明書

活貝類のうち、台湾側が動物衛生に関する衛生証明書を求めているものについて

は、別途取得すること。



(別添１)台湾向け輸出貝類に係る衛生証明書を要する貝類一覧表

台湾側輸出コード HSコード 品目区分

其他活、生鮮或冷藏牡蠣(蠔、蚵)
0307.11

Other oysters, live, fresh or chilled

冷凍牡蠣(蠔、蚵)，但未燻製
0307.12

Oysters, frozen, but not smoked

乾牡蠣(蠔、蚵)，但未燻製
0307.19

Oysters, dried, but not smoked

鹹或浸鹹牡蠣(蠔、蚵)，但未燻製

Oysters, salted or in brine, but not smoked

燻製牡蠣(蠔、蚵)

Oysters, smoked

活、生鮮或冷藏海扇貝(含全貝及干貝)
0307.21

Scallops (include full shell fish and conpoy), live,
fresh or chilled

冷凍海扇貝(含全貝及干貝)，但未燻製
0307.22

Scallops (include full shell fish and conpoy),
frozen, but not smoked

乾海扇貝(含干貝及全貝)，但未燻製
0307.29

Scallops (include full shell fish and conpoy),dired,
but not smoked

鹹或浸鹹海扇貝(含全貝及干貝)，但未燻製

Scallops (include full shell fish and conpoy),salted
or in brine, but not smoked

燻製海扇貝(含全貝及干貝)

Scallops (include full shell fish and conpoy), smoked

活貽貝(淡菜)
0307.31

Mussels (Mytilus spp., Perna spp.), live

鮮或冷藏貽貝(淡菜)

Mussels (Mytilus spp., Perna spp.), fresh or chilled

冷凍貽貝(淡菜)，但未燻製
0307.32

Mussels (Mytilus spp., Perna spp.), frozen, but not
smoked

乾貽貝(淡菜)，但未燻製
0307.39

Mussels (Mytilus spp., Perna spp.), dried, but not
smoked

鹹或浸鹹貽貝(淡菜)，但未燻製

Mussels (Mytilus spp. Perna spp.), salted or in
brine, but not smoked

燻製貽貝(淡菜)

Mussels (Mytilus spp. Perna spp.), smoked

福壽螺
0307.60

Apple snail(Pomacea canaliculata, Pomacea insularum)

其他活螺(海螺除外)

Other snail, live, other than sea snails

鮮或冷藏螺(海螺除外)

Snail, fresh or chilled, other than sea snails

冷凍螺(海螺除外)，但未燻製

Snails, frozen, other than sea snails, but not smoked

乾、鹹或浸鹹螺(海螺除外)，但未燻製

Snails, dried, salted or in brine, other than sea
snails, but not smoked

燻製螺(海螺除外)

Snails, smoked, other than sea snails

7 0307.22.20.00-4

8 0307.29.20.10-1

9 0307.29.20.20-9

　当該一覧表は、台湾側から衛生証明書の添付を求められている61品目について、平成29年7月13日現在の台湾側輸出コード及び日本側HSコードを元にし
たものです。
  証明書の発行対象については、予め台湾側に確認するようにしてください。

かき(生きているもの、生鮮のもの及び冷蔵した
もの)

かき(冷凍したもの)

4 0307.19.30.00-3

5 0307.19.40.00-1

6 0307.21.00.00-5

1 0307.11.90.00-8

2 0307.12.00.00-6

3 0307.19.20.00-5

かき(その他のもの)

スキャロップ(ペクテン属、クラミュス属又
はプラコペクテン属のもの。いたや貝を含
む。)(その他のもの)

品目区分

13 0307.32.00.00-2

14 0307.39.21.00-0

15 0307.39.29.00-2

10 0307.29.30.00-1

11 0307.31.00.10-1

12 0307.31.00.20-9

19 0307.60.10.20-1

20 0307.60.20.00-3

21 0307.60.30.00-1

16 0307.39.30.00-9

17 0307.60.10.11-2

18 0307.60.10.19-4

22 0307.60.40.00-9

スキャロップ(ペクテン属、クラミュス属又
はプラコペクテン属のもの。いたや貝を含
む。) (生きているもの、生鮮のもの及び冷
蔵したもの )

スキャロップ(ペクテン属、クラミュス属又
はプラコペクテン属のもの。いたや貝を含
む。) (冷凍したもの)

い貝(ミュティルス属又はペルナ属のも
の)(冷凍したもの)

イガイ（ミュティルス属、ペルナ属）（乾燥したもの（燻
製したものを除く））

カキ（生きているもの、生鮮のもの、冷蔵のもの）

カキ（冷凍したもの（燻製したものを除く））

かたつむりその他の巻貝(海棲のものを除
く。)

い貝(ミュティルス属又はペルナ属のも
の)(その他のもの)

い貝(ミュティルス属又はペルナ属のも
の)(生きているもの、生鮮のもの及び冷蔵
したもの)

カキ（乾燥したもの（燻製したものを除く））

カキ（塩漬け、塩水漬け（燻製したものを除く））

カキ（燻製したもの）

イタヤガイ類（ホタテガイなど）（全貝及び干貝を含む）
（生きているもの、生鮮のもの、冷蔵のもの）

イタヤガイ類（ホタテガイなど）（全貝及び干貝を含む）
（冷凍したもの（燻製したものを除く））

イタヤガイ類（ホタテガイなど）（全貝及び干貝を含む）
（乾燥したもの（燻製したものを除く））

イタヤガイ類（ホタテガイなど）（全貝及び干貝を含む）
（塩漬け、塩水漬け（燻製したものを除く））

イタヤガイ類（ホタテガイなど）（全貝及び干貝を含む）
（燻製したもの）

イガイ（ミュティルス属、ペルナ属）（生きているもの）

イガイ（ミュティルス属、ペルナ属）（生鮮のもの、冷蔵
のもの）

イガイ（ミュティルス属、ペルナ属）（冷凍したもの（燻
製したものを除く））

イガイ（ミュティルス属、ペルナ属）（塩漬け、塩水漬け
（燻製したものを除く））

イガイ（ミュティルス属、ペルナ属）（燻製したもの）

スクミリンゴ貝（スクミリンゴ貝、ラプラタリンゴ貝）

カタツムリ（海棲巻き貝を除く）（生きているもの）

カタツムリ（海産巻き貝を除く）（生鮮のもの、冷蔵のも
の）

カタツムリ（海産巻き貝を除く）（冷凍したもの（燻製し
たものを除く））

カタツムリ（海産巻き貝を除く）（乾燥したもの、塩漬
け、塩水漬け（燻製したものを除く））

カタツムリ（海産巻き貝を除く）燻製したもの



台湾側輸出コード HSコード 品目区分品目区分

活、生鮮或冷藏海瓜子
0307.71

Ruditapes philippinarum, live, fresh or chilled

活蛤蜊

Hard clam, (Meretrix lusoria, Ruditapes variegatus,
Paphia amabilis, Tapes literatus), live

生鮮或冷藏蛤蜊

Hard clam, (Meretrix lusoria, Ruditapes variegatus,
Paphia amabilis, Tapes literatus), fresh or chilled

活蛤(含鳥蛤及赤貝)

Clams (include cockles and ark shells), live

活硨磲貝

Giant clams (tridacnidae spp.), live

生鮮或冷藏硨磲貝

Giant clams (tridacnidae spp.), fresh or chilled

生鮮或冷藏蛤(含鳥蛤及赤貝)

Clams (include cockles and ark shells), fresh or
chilled

冷凍海瓜子，但未燻製
0307.72

Ruditapes philippinarum, frozen, but not smoked

冷凍蚶子(魁蛤科)，但未燻製

Arcoida (Acridae), frozen, but not smoked

冷凍蟶(毛蟶科、 竹蟶科)，但未燻製

Clams (Solenidae, Solecurtidae), frozen, but not
smoked

冷凍蛤蜊，但未燻製

Hard clam (Meretrix lusoria, Ruditapes variegatus,
Paphia amabilis, Tapes literatus), frozen, but not
smoked

冷凍硨磲貝，但未燻製

Giant clams (tridacnidae spp.), frozen, but not
smoked

其他冷凍蛤、鳥蛤及赤貝，但未燻製

Other clams, cockles and ark shells, frozen, but not
smoked

乾硨磲貝，但未燻製
0307.79

Giant clams (tridacnidae spp.), dried, frozen, but
not smoked

鹹或浸鹹硨磲貝，但未燻製

Giant clams (tridacnidae spp.), salted or in brine,
frozen, but not smoked

其他乾、鹹或浸鹹蛤、鳥蛤及赤貝，包括燻製

Other clams, cockles and ark shells, dried, salted or
in brine, smoked included

其他活、生鮮或冷藏鮑魚(九孔除外)
0307.81

Other abalone, live, fresh or chilled, other than
Haliotis diversicolor

活九孔

Abalones (Haliotis diversicolor), live

生鮮或冷藏九孔

Abalones (Haliotis diversicolor), fresh or chilled

冷凍鮑魚(九孔除外)，但未燻製
0307.83

Abalone, frozen, other than Haliotis diversicolor,
but not smoked

冷凍九孔，但未燻製

Haliotis diversicolor, frozen, but not smoked

冷凍鳳凰螺，但未燻製
0307.84

Stomboid conchs, frozen, but not smoked

25 0307.71.30.20-4

26 0307.71.90.10-3

27 0307.71.90.21-0

23 0307.71.20.00-0

24 0307.71.30.10-6

31 0307.72.20.00-9

32 0307.72.30.00-7

33 0307.72.40.00-5

28 0307.71.90.22-9

29 0307.71.90.90-6

30 0307.72.10.00-1

37 0307.79.00.12-2

38 0307.79.00.90-7

39 0307.81.21.00-7

34 0307.72.90.10-2

35 0307.72.90.90-5

36 0307.79.00.11-3

43 0307.83.20.00-6

44 0307.84.00.00-0

40 0307.81.22.10-4

41 0307.81.22.20-2

42 0307.83.10.00-8

クラム、コックル及びアークシェル(ふねが
い科、アイスランドがい科、ざるがい科、
ふじのはながい科、きぬまといがい科、ば
かがい科、ちどりますおがい科、おおのが
い科、あさじがい科、きぬたあげまきがい
科、まてがい科、しやこがい科又はまるす
だれがい科のもの)(生きているもの、生鮮
のもの及び冷蔵したもの)

 あわび(ハリオティス属のもの)(冷凍した
もの)

 あわび(ハリオティス属のもの)(生きてい
るもの、生鮮のもの及び冷蔵したもの)

クラム、コックル及びアークシェル(ふねが
い科、アイスランドがい科、ざるがい科、
ふじのはながい科、きぬまといがい科、ば
かがい科、ちどりますおがい科、おおのが
い科、あさじがい科、きぬたあげまきがい
科、まてがい科、しやこがい科又はまるす
だれがい科のもの)(冷凍したもの)

クラム、コックル及びアークシェル(ふねが
い科、アイスランドがい科、ざるがい科、
ふじのはながい科、きぬまといがい科、ば
かがい科、ちどりますおがい科、おおのが
い科、あさじがい科、きぬたあげまきがい
科、まてがい科、しやこがい科又はまるす
だれがい科のもの)(その他のもの)

そでぼら(ストロムブス属のもの)(冷凍した
もの)

アサリ（生きているもの、生鮮のもの、冷蔵のもの）

ホンビノスガイ（ハマグリ、ヒメアサリ）、サツマアカガ
イ、リュウキュウアサリ（生きているもの）

ホンビノスガイ（ハマグリ、ヒメアサリ）、サツマアカガ
イ、リュウキュウアサリ（生鮮のもの、冷蔵のもの）

二枚貝（ザルガイ、フネガイを含む）（生きているもの）

シャコガイ（生きているもの）

シャコガイ（生鮮のもの、冷蔵のもの）

二枚貝（ザルガイ、フネガイを含む）（生鮮のもの、冷
蔵のもの）

アサリ（冷凍したもの（燻製したものを除く）

フネガイ目（フネガイ）（冷凍したもの）（燻製したものを
除く）

二枚貝（マテガイ、キヌタアゲマキガイ）（冷凍したもの
（燻製したものを除く））

ホンビノスガイ（ハマグリ、ヒメアサリ）、サツマアカガ
イ、リュウキュウアサリ（冷凍したもの（燻製したものを
除く））

シャコガイ（冷凍したもの（燻製したものを除く））

その他の二枚貝、ザルガイ、フネガイ（冷凍したもの
（燻製したものを除く））

シャコガイ（乾燥したもの、冷凍したもの（燻製したもの
を除く））

シャコガイ（塩漬け、塩水漬け（燻製したものを除く）

その他の二枚貝、ザルガイ、フネガイ（乾燥したもの、
塩漬け、塩水漬け、燻製したもの）

その他のアワビ（トコブシを除く）（生きているもの、生
鮮のもの、冷蔵のもの）

アワビ（生きているもの）

アワビ（生鮮のもの、冷蔵のもの）

アワビ（トコブシを除く）（冷凍したもの（燻製したものを
除く））

トコブシ（冷凍したもの（燻製したものを除く））

そでぼら(ストロムブス属のもの)(冷凍したもの)



台湾側輸出コード HSコード 品目区分品目区分

鹹或浸鹹鮑魚(九孔除外)，但未燻製
0307.87

Abalone, salted or in brine, other than Haliotis
diversicolor, but not smoked

乾鮑魚(九孔除外)，但未燻製

Abalone, dried, other than Haliotis diversicolor, but
not smoked

乾、鹹或浸鹹九孔，但未燻製

Haliotis diversicolor, dried, salted or in brine, but
not smoked

燻製鮑魚，包括九孔

Abalone, including Haliotis diversicolor, smoked

活鐘螺
0307.91

Top shell, live

生鮮或冷藏鐘螺

Top shell, fresh or chilled

活南美貝

Locos, live

生鮮或冷藏南美貝

Locos, fresh or chilled

冷凍蚶子(蚶蜊科、笠蚶科)，但未燻製
0307.92

Arcoida (Glycymerididae, Limopsidae), frozen, but not
smoked

冷凍蟶(刀蟶科)，但未燻製

Clams (Cutellidae), frozen, but not smoked

冷凍鐘螺，但未燻製

Top shell, frozen, but not smoked

冷凍南美貝，但未燻製

Locos, frozen, but not smoked

乾鐘螺，但未燻製
0307.99 その他のもの(その他のもの)

Top shell, dried, but not smoked

鹹或浸鹹鐘螺，但未燻製

Top shell, salted or in brine, but not smoked

燻製鐘螺

Top shell, smoked

燻製蚶子(蚶蜊科、笠蚶科)及蟶(刀蟶科)

Arcoida (Glycymerididae, Limopsidae) and clams
(Cutellidae), smoked

燻製南美貝

Locos, smoked

45 0307.87.10.00-4

0307.92.20.00-5

49 0307.91.30.10-2

50 0307.91.30.20-0

51 0307.91.70.10-3

46 0307.87.20.00-2

47 0307.87.30.00-0

48 0307.87.40.00-8

61 0307.99.63.00-6

58 0307.99.51.20-6

59 0307.99.61.00-8

60 0307.99.62.00-7

55 0307.92.30.00-3

56 0307.92.40.00-1

57 0307.99.51.10-8

52 0307.91.70.20-1

53 0307.92.10.00-7

54

その他のもの

その他のもの(生きているもの、生鮮のもの
及び冷蔵したもの)

その他のあわび(ハリオティス属のもの)

アワビ（トコブシを除く）（塩漬け、塩水漬け（燻製した
ものを除く））

アワビ（トコブシを除く）（乾燥したもの（燻製したものを
除く））

トコブシ（乾燥したもの、塩漬け、塩水漬け（燻製した
ものを除く））

アワビ（トコブシを含む）（燻製したもの）

サザエ（生きているもの）

サザエ（生鮮のもの、冷蔵のもの）

フネガイ目（タマキガイ、シラマナガイ）、二枚貝（ユキ
ノアシタガイ）（燻製したもの）

ロコガイ（燻製したもの）

ロコガイ（生きているもの）

ロコガイ（生鮮のもの、冷蔵のもの）

フネガイ目（タマキガイ、シラマナガイ）（冷凍したもの
（燻製したものを除く））

二枚貝（ユキノアシタガイ）（冷凍したもの（燻製したも
のを除く））

サザエ（冷凍したもの（燻製したものを除く））

ロコガイ（冷凍したもの（燻製したものを除く））

サザエ（乾燥したもの（燻製したものを除く））

サザエ（塩漬け、塩水漬け（燻製したものを除く））

サザエ（燻製したもの）



（別添２）

電子メール又は NACCSによる証明書の発行申請手続

１．証明書の発行申請前の手続

（１）電子メールにより発行申請を行う場合

輸出者は、別紙様式６（活貝類を輸出する場合を除く。）又は別紙様式12（活貝類を

輸出する場合に限る。）に必要事項を記入の上、以下により年度内の食品輸出計画書を

書面にて証明書発行機関宛てに提出すること。

① 輸出計画は、前年度の輸出実績、当該年度の事業計画などを踏まえ、提出時点で

作成可能な内容を記載すること。

② 一つの食品輸出計画書に、同一の証明書発行機関で証明書を発行する他の輸出先

国・地域の輸出計画を併せて記載して差し支えない。

③ 輸出先国・地域の追加が生じた場合は、同様式により食品輸出計画書の変更を届

け出ること。なお、輸出年月、輸出品目及び輸出数重量に変更が生じた場合にあっ

ては、変更の届出は要しない。

（２）NACCSにより発行申請を行う場合
輸出者は、輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社のウェブサイトに掲載され

ている NACCS 掲示版にアクセスし、同社に対して、輸出証明書等発給申請業務の利
用申込みの手続を行うこと。

２．証明書の発行申請手続

輸出者は、食品を輸出しようとする都度、本要領に従い、電子メール又は NACCS
を利用して、証明書の発行申請に必要な書類を証明書発行機関宛てに送付すること（そ

の際、証明書発行申請書への代表者印等の押印は要しない。）。なお、電子メールによ

り発行申請を行う場合であって、１．（１）の食品輸出計画書をあらかじめ提出してい

ない輸出先国・地域に輸出を行う場合にあっては、必要な書類を郵送等により提出す

ること。

また、発行申請に当たっては、以下の事項に留意すること。

（１）申請に利用する情報システムについて、セキュリティ対策に努めること。

（２）証明書は書面による交付となることから、受取方法について証明書発行機関とあ

らかじめ調整すること。
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（別紙様式１） 

番     号 

年  月  日 

 

厚生労働省医薬・生活衛生局食品監視安全課長 殿 

 

都道府県、保健所設置市及び特別区 衛生主管部（局）長 

 

 

台湾向け輸出貝類証明書発行機関名、所在地及び印章の登録申請書 

 

 「台湾向け輸出貝類の取扱いについて」（平成 29 年 12 月 22 日付け生食発 1222 第 11 号厚生

労働省大臣官房生活衛生・食品安全審議官通知、29 消安第 4849 号農林水産省消費・安全局長通

知、29水漁第 1120 号水産庁長官通知）に基づき、下記のとおり証明書発行機関名、所在地及び

印章の登録を申請します。 

 

記 

 証明書発行機関名称(Name of authority)： 

 ※名称は都道府県、市、区の名称又は保健所の名称とすること。また、 

  保健所の場合は「○○保健所」、「○○Health Center」とすること。 

（日本語） 

（英 語） 

 証明書発行機関所在地(Address of authority)： 

 ※記載例：東京都千代田区霞が関 1-2-2 

              1-2-2, Kasumigaseki, Chiyoda-ku, Tokyo 

（日本語） 

（英 語） 

                                                          

印章(Stamp) ※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印章については、都道府県等衛生部局長の印または所属印等の公印とすること。  



（別紙様式２） 

番     号 

年  月  日 

 

厚生労働省医薬・生活衛生局食品監視安全課長 殿 

 

都道府県、保健所設置市及び特別区 衛生主管部（局）長 

 

 

台湾向け輸出貝類証明書発行機関の登録事項変更申請書 

 

 「台湾向け輸出貝類の取扱いについて」（平成 29 年 12 月 22 日付け生食発 1222 第 11 号厚生

労働省大臣官房生活衛生・食品安全審議官通知、29 消安第 4849 号農林水産省消費・安全局長通

知、29 水漁第 1120 号水産庁長官通知）に基づき、下記のとおり登録事項について変更を申請し

ます。 

 

記 

 

  変更事項 

  （日本語） 

  （英語） 

 

 

  



（別紙様式３－１） 

 

年  月  日 

  都 道 府 県 

各 保健所設置市  衛生主管部（局）長／○○厚生局長  殿 

  特 別 区 

 

申 請 者 

住 所 

氏 名                  印 

電話番号 

（法人にあっては、その所在地、名称及び代表者の氏名） 

 

台湾向け輸出貝類証明書発行申請書 

 

 「台湾向け輸出貝類の取扱いについて」（平成 29 年 12 月 22 日付け生食発 1222 第 11 号厚生

労働省大臣官房生活衛生・食品安全審議官通知、29 消安第 4849 号農林水産省消費・安全局長通

知、29水漁第 1120 号水産庁長官通知）に基づき、下記輸出貝類に関し、証明書の発行を申請し

たく、関係書類を添えて申請します。 

 

記 

 

１．輸出貝類の詳細 

①商品名称 

②一般名及び学名 

③生産地域 

④生産分類 

   □ 養殖 

    養殖場の名称 

    住所 

    登録番号 

  □ 天然 

漁獲地域 

⑤加工方法 

⑥加工施設名及び住所 

⑦輸送方法、船名、フライト情報等 

⑧コンテナ番号 

⑨封印番号 

⑩輸出者名及び住所 

⑪輸入者名及び住所 

⑫数量及び重量 



⑬生産日 

⑭輸出地 

⑮輸入地 

 

 ２．取扱施設が日本国内で営業されていることを示す書類（法第 52 条に基づく営業許可証、

条例等に基づく食品製造等の営業許可証又は営業に係る届出受理証、食品衛生監視票等）

の発行日及び番号 

 

 ３．同一の取扱施設で加工等された同一製品に係る自主検査結果 

   なし・あり（ありの場合、試験成績書発行機関名、発行日及び番号を記入） 

 

４．誓約事項 

 当該輸出貝類は次の内容を満たすものであることを誓約する。 

（１）上記の記載事項が正しいこと。 

（２）関税法第２条第１項第４号の「内国貨物」であること。 

（３）調査の必要があると認められる場合には、関係者が調査に立ち会い貨物の開梱等を行う

ことを承諾すること。 

（４）証明書を受け取る際に証明書中の記載事項が本申請書の記載事項と相違ないことを輸出

者の責任で確認すること。 

（５）台湾側が要求する以下の条件を満たすものであること。 

ア．天然あるいは日本の主管当局によって認可された養殖場に由来するものであること。 

イ．「生産海域における貝毒の監視及び管理措置について」（平成 27年３月６日付け 26消安第

6073 号農林水産省消費・安全局長通知）２の（２）に基づく出荷の自主規制の対象となって

いないこと。 

ウ．直近の食品衛生監視員による監視指導（食品衛生監視票の日付等）以降に、食品衛生法若

しくは関係法規又は関係条例等に基づく施設の改善命令、許可の取り消し又は営業の禁停止

を受けておらず、食品衛生法に従い、衛生条件が整備されている取扱施設において、処理、

製造、加工及び保管がなされていること。 

エ．食品衛生法に適合し、人の食用に適するものであること。 

 

 

（申請書の記載に関する注意事項） 

 １．１．の記入は日本語、英語併記によること。 

 ２．輸出貝類の詳細については以下の事項に留意すること。 

   「①商品名称」については、商品や当該商品の内容がわかる一般的な名称を記載するこ

と。 

   「②一般名及び学名」について、学名はラテン語で記載すること。 

   「③生産地域」については、申請品目が我が国において加工された場合は、最終加工施

設が所在する都道府県名を、申請品目が輸入品であって国内で加工を行わない場合は、原

産国名を記載すること。 



「④生産分類」中の「漁獲地域」については、捕獲された国内の水域名又は外国の水域名

を記載すること。なお、水域名の記載に当たっては、別添３「生鮮魚介類の生産水域名の表示

のガイドライン（平成 15年 6 月付け：水産物表示検討会）」を参考とすること。 

「⑤加工方法」については、申請品目が包装のみを行った冷蔵の貝類（以下「生鮮品」

という。）の場合は「冷蔵 Refrigerated」、申請品目が包装のみを行った冷凍の貝類（以下

「冷凍品」という。）の場合は「冷凍 Frozen」と記載すること。 

「⑬生産日」については、申請品目中で日が異なるものが存在する場合、全て記載する

こと。なお、「最終加工年月日」を生産日とする。 

「⑭輸出地」及び「⑮輸入地」については、港や空港の名称を記載すること。  



（別紙様式３－２） 

 

年  月  日 

  都 道 府 県 

各 保健所設置市  衛生主管部（局）長／○○厚生局長  殿 

  特 別 区 

 

申 請 者 

住 所 

氏 名                  印 

電話番号 

（法人にあっては、その所在地、名称及び代表者の氏名） 

 

台湾向け輸出貝類証明書発行申請書に係る届出書 

 

 ○月○日に申請した別添（別紙様式３－１の写し）の貨物について、下記のとおりコンテナ

番号及び封印番号が判明したので届け出ます。 

 

記 

 

１．コンテナ番号 

 

２．封印番号 

 

 

 

 

  



（別紙様式４） 

 

 

HEALTH CERTIFICATE  

For Shellfish and Shellfish products for human consumption 

intended for export from Japan to Taiwan 

 

Reference No:              

 

 

Country of dispatch（原産国）: Japan 

Central Competent Authority（中央主管当局）: Ministry of Health, Labour and Welfare 

Local competent authority（地方主管当局）: 

Destination（目的地）: Taiwan 

 

Ⅰ. Details identifying the products to be exported（輸出産品の詳細） 

① Name of Goods（商品名称）: 

② Common name and scientific name（一般名及び学名）: 

③ Producing district（生産地域）: 

④ Product classification（生産分類） 

     □Aquaculture（養殖） 

Name, address and registration number of the farm（養殖場の名称、住所及び登録番号）:  

     □Wild catch（天然） 

Capturing area（漁獲地域）:  

⑤ Methods of Manufacture or Processing（加工方法）: 

⑥ Name and Address of Processing Establishment（加工施設名及び住所）: 

⑦ Methods of transportation; Name of vessel, flight, etc.（輸送方法、船名、フライト情報等）:    

⑧ Container number（コンテナ番号）: 

⑨ Seal number（封印番号）: 

⑩ Name and address of shipper（輸出者名及び住所）: 

⑪ Name and address of buyer（輸入者名及び住所）:  

⑫ Quantity and weight（数量及び重量）: 

⑬ Date of production（生産日）: 

⑭ Place of dispatch（輸出地）:  

Chiyoda 

Food Inspection and Safety Division 

Pharmaceutical Safety and Environmental Health Bureau 

Ministry of Health,  Labour and Welfare, Japan 
1 - 2 - 2  Kasumigaseki  - ku Tokyo 100 - 8916 Japan  

   



⑮ Place of destination（輸入地）:  

 

Ⅱ. This is to certify that（ここに証明する。）: 

1. The products were originated from wild catch or the farm approved by competent authority of 

Japan.（当該産品は天然由来あるいは日本の主管当局によって認可された養殖場由来である。） 

 

2. The products are compatible with the food safety and hygiene conditions in Japan, fit for 

human consumption.（当該産品は日本における食品安全及び衛生条件に適合し、人の食用に適す

る。） 

 

 

Place of Issue（証明書発行部局）: 

 

Date of Issue（証明書発行日）: 

 

 

Signature of certifying official（署名者のサイン）: 

 

 

Official Stamp（公印） 

 

  



（別紙様式５） 

 

年  月  日 

  都 道 府 県 

各 保健所設置市  衛生主管部（局）長／○○厚生局長  殿 

  特 別 区 

 

申 請 者 

住 所 

氏 名                  印 

電話番号 

（法人にあっては、その所在地、名称及び代表者の氏名） 

 

 

台湾向け輸出貝類証明書発行申請書証明書発行申請の取消願 

 

 「台湾向け輸出貝類の取扱いについて」（平成 29 年 12 月 22 日付け生食発 1222 第 11 号厚生

労働省大臣官房生活衛生・食品安全審議官通知、29 消安第 4849 号農林水産省消費・安全局長

通知、29 水漁第 1120 号水産庁長官通知）に基づき、証明書発行申請を取り消したく、下記の

とおり申請します。 

 

記 

 

輸出貝類の詳細 

①商品名称 

②一般名及び学名 

③生産地域 

④生産分類 

   □ 養殖 

    養殖場の名称 

    住所 

    登録番号 

  □ 天然 

漁獲地域 

⑤加工方法 

⑥加工施設名及び住所 

⑦輸送方法、船名、フライト情報等 

⑧コンテナ番号 

⑨封印番号 

⑩輸出者名及び住所 

⑪輸入者名及び住所 



⑫数量及び重量 

⑬生産日 

⑭輸出地 

⑮輸入地 

  



（別紙様式６） 

 

年  月  日 

 

  都 道 府 県 

各 保健所設置市  衛生主管部（局）長／○○厚生局長  殿 

  特 別 区 

 

申 請 者 

住 所 

氏 名                  印 

電話番号 

（法人にあっては、その所在地、名称及び代表者の氏名） 

 

食品輸出計画書 

 

 平成  年度の食品の輸出計画を下記のとおり提出します。 

 

記 

１．担当者 

部署名： 

担当者氏名： 

電話番号： 

メールアドレス： 

※ 上記担当者が、当該年度に係る証明書の申請手続を行うものとする。 

 

２．輸出計画 

輸出年月 輸出先国・地域 輸出品目 輸出数重量 

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 



（別紙様式７） 

番     号 

年  月  日 

 

水産庁漁政部加工流通課長 殿 

 

都道府県水産主管部（局）長 

 

 

台湾向け輸出貝類証明書発行機関名、所在地及び印章の登録申請書 

 

 「台湾向け輸出貝類の取扱いについて」（平成 29 年 12 月 22 日付け生食発 1222 第 11 号厚生

労働省大臣官房生活衛生・食品安全審議官通知、29 消安第 4849 号農林水産省消費・安全局長通

知、29水漁第 1120 号水産庁長官通知）に基づき、下記のとおり証明書発行機関名、所在地及び

印章の登録を申請します。 

 

記 

 証明書発行機関名称(Name of authority)： 

 ※名称は都道府県において証明書を発行する機関の正式名称とすること。 

（日本語） 

（英 語） 

 証明書発行機関所在地(Address of authority)： 

 ※記載例：東京都千代田区霞が関 1-2-1 

              1-2-1, Kasumigaseki, Chiyoda-ku, Tokyo 

（日本語） 

（英 語） 

 

印章(Stamp) ※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印章については、都道府県水産部局長の印または所属印等の公印とすること。 

  



（別紙様式８） 

番     号 

年  月  日 

 

水産庁漁政部加工流通課長 殿 

 

都道府県水産主管部（局）長 

 

 

台湾向け輸出貝類証明書発行機関の登録事項変更申請書 

 

 「台湾向け輸出貝類の取扱いについて」（平成 29 年 12 月 22 日付け生食発 1222 第 11 号厚生

労働省大臣官房生活衛生・食品安全審議官通知、29 消安第 4849 号農林水産省消費・安全局長通

知、29 水漁第 1120 号水産庁長官通知）に基づき、下記のとおり登録事項について変更を申請し

ます。 

 

記 

 

  変更事項 

  （日本語） 

  （英 語） 

 

 

  



（別紙様式９－１） 

 

年  月  日 

 

各都道府県水産主管部（局）長／水産庁長官  殿 

 

申 請 者 

住 所 

氏 名                  印 

電話番号 

（法人にあっては、その所在地、名称及び代表者の氏名） 

 

台湾向け輸出貝類証明書発行申請書 

 

 「台湾向け輸出貝類の取扱いについて」（平成 29 年 12 月 22 日付け生食発 1222 第 11 号厚生

労働省大臣官房生活衛生・食品安全審議官通知、29 消安第 4849 号農林水産省消費・安全局長通

知、29水漁第 1120 号水産庁長官通知）に基づき、下記輸出貝類に関し、証明書の発行を申請し

たく、関係書類を添えて申請します。 

 

記 

 

１．輸出貝類の詳細 

①商品名称 

②一般名及び学名 

③生産地域 

④生産分類 

   □ 養殖 

    養殖場の名称 

    住所 

    登録番号 

  □ 天然 

漁獲地域 

⑤輸送方法、船名、フライト情報等 

⑥コンテナ番号 

⑦封印番号 

⑧輸出者名及び住所 

⑨輸入者名及び住所 

⑩数量及び重量 

⑪生産日 

⑫輸出地 

⑬輸入地 



 ２．取扱施設が日本国内で営業されていることを示す書類（法第 52 条に基づく営業許可証、

条例等に基づく食品製造等の営業許可証又は営業に係る届出受理証、食品衛生監視票等）

の発行日及び番号 

 

 ３．同一の取扱施設で加工等された同一製品に係る自主検査結果 

   なし・あり（ありの場合、試験成績書発行機関名、発行日及び番号を記入） 

 

４．誓約事項 

当該輸出貝類は次の内容を満たすものであることを誓約する。 

（１）上記の記載事項が正しいこと。 

（２）関税法第２条第１項第４号の「内国貨物」であること。 

（３）調査の必要があると認められる場合には、関係者が調査に立ち会い貨物の開梱等を行

うことを承諾すること。 

（４）証明書を受け取る際に証明書中の記載事項が本申請書の記載事項と相違ないことを輸

出者の責任で確認すること。 

（５）台湾側が要求する以下の条件を満たすものであること。 

ア．天然あるいは日本の主管当局によって認可された養殖場に由来するものであること。 

イ．「生産海域における貝毒の監視及び管理措置について」（平成 27年３月６日付け 26 消安

第 6073 号農林水産省消費・安全局長通知）２の（２）に基づく出荷の自主規制の対象と

なっていないこと。 

ウ．直近の食品衛生監視員による監視指導（食品衛生監視票の日付等）以降に、食品衛生法

若しくは関係法規又は関係条例等に基づく施設の改善命令、許可の取り消し又は営業の禁

停止を受けておらず、食品衛生法に従い、衛生条件が整備されている取扱施設において、

処理及び保管がなされていること。 

エ．食品衛生法に適合し、人の食用に適するものであること。 

 

（申請書の記載に関する注意事項） 

 １．１．の記入は日本語、英語併記によること。 

 ２．輸出貝類の詳細については以下の事項に注意すること。 

「①商品名称」については、商品や当該商品の内容がわかる一般的な名称を記載すること。 

「②一般名及び学名」について、学名はラテン語で記載すること。 

「③生産地域」については、最終加工施設が所在する都道府県名を記載すること。 

「④生産分類」中の「漁獲地域」については、捕獲された国内の水域名を記載すること。

なお、水域名の記載に当たっては、別添３「生鮮魚介類の生産水域名の表示のガイドライン

（平成 15年６月付け：水産物表示検討会）」を参考とすること。 

「⑪生産日」については、申請品目中で日が異なるものが存在する場合、全て記載するこ

と。なお、「捕獲年月日」を生産日とする。 

「⑭輸出地」及び「⑮輸入地」については、港や空港の名前を記載すること。 

  



（別紙様式９－２） 

 

年  月  日 

 

各都道府県水産主管部（局）長／水産庁長官  殿 

 

申 請 者 

住 所 

氏 名                  印 

電話番号 

（法人にあっては、その所在地、名称及び代表者の氏名） 

 

台湾向け輸出貝類証明書発行申請書に係る届出書 

 

 ○月○日に申請した別添（別紙様式９－１の写し）の貨物について、下記のとおりコンテナ

番号及び封印番号が判明したので届け出ます。 

 

記 

 

１．コンテナ番号 

 

２．封印番号 

 

 

 

 

  



（別紙様式 10） 

 

 

FISHERIES AGENCY 

MINISTRY OF AGRICULTURE, FORESTRY AND FISHERIES, GOVERNMENT OF JAPAN 

1-2-1, Kasumigaseki, Chiyoda-ku, Tokyo 100-8907, Japan 

 

HEALTH CERTIFICATE 

For Shellfish and Shellfish products for human consumption 

intended for export from Japan to Taiwan 

 

Reference No:              

 

 

Country of dispatch（原産国）: Japan 

Central Competent Authority（中央主管当局）: Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries 

Local competent authority（地方主管当局）: 

Destination（目的地）:Taiwan 

 

Ⅰ. Details identifying the products to be exported（輸出産品の詳細） 

① Name of Goods（商品名称）: 

② Common name and scientific name（一般名及び学名）: 

③ Producing district（生産地域）: 

④ Product classification（生産分類） 

     □Aquaculture（養殖） 

Name, address and registration number of the farm（養殖場の名称、住所及び登録番号）:  

     □Wild catch（天然） 

Capturing area（漁獲地域）:  

⑤ Methods of Manufacture or Processing（加工方法）:None (Live) 

⑥Name and Address of Processing Establishment（加工施設及び住所）: 

  None (Live) 

⑦ Methods of transportation; Name of vessel, flight, etc.（輸送方法、船名、フライト情報等）:    

⑧ Container number（コンテナ番号）: 

⑨ Seal number（シール番号）: 

⑩ Name and address of shipper（輸出者名及び住所）: 

⑪ Name and address of buyer（輸入者名及び住所）:  

⑫ Quantity and weight（数量及び重量）: 

⑬ Date of production（生産日）: 



⑭ Place of dispatch（輸出地）:  

⑮ Place of destination（輸入地）:  

 

Ⅱ. This is to certify that（ここに証明する。）: 

1. The products were originated from wild catch or the farm approved by competent authority of Japan.（当該

産品は天然由来あるいは日本の主管当局によって認可された養殖場由来である。） 

 

2. The products are compatible with the food safety and hygiene conditions in Japan, fit for human 

consumption.（当該産品は日本における食品安全及び衛生条件に適合し、人の食用に適する。） 

 

 

Place of Issue（証明書発行部局）: 

 

Date of Issue（証明書発行日）: 

 

 

Signature of certifying official（署名者のサイン）: 

 

 

Official Stamp（公印） 

  



（別紙様式 11） 

 

年  月  日 

 

各都道府県水産主管部（局）長／水産庁長官  殿 

 

申 請 者 

住 所 

氏 名                  印 

電話番号 

（法人にあっては、その所在地、名称及び代表者の氏名） 

 

台湾向け輸出貝類証明書発行申請書証明書発行申請の取消願 

 

 「台湾向け輸出貝類の取扱いについて」（平成 29 年 12 月 22 日付け生食発 1222 第 11 号厚生

労働省大臣官房生活衛生・食品安全審議官通知、29 消安第 4849 号農林水産省消費・安全局長

通知、29 水漁第 1120 号水産庁長官通知）に基づき、証明書発行申請を取り消したく、下記の

とおり申請します。 

 

記 

 

輸出貝類の詳細 

①商品名称 

②一般名及び学名 

③生産地域 

④生産分類 

   □ 養殖 

    養殖場の名称 

    住所 

    登録番号 

  □ 天然 

漁獲地域 

⑤輸送方法、船名、フライト情報等 

⑥コンテナ番号 

⑦封印番号 

⑧輸出者名及び住所 

⑨輸入者名及び住所 

⑩数量及び重量 

⑪生産日 

⑫輸出地 

⑬輸入地  



（別紙様式 12） 

 

年  月  日 

 

各都道府県水産主管部（局）長／水産庁長官  殿 

 

申 請 者 

住 所 

氏 名                  印 

電話番号 

（法人にあっては、その所在地、名称及び代表者の氏名） 

 

食品輸出計画書 

 

 平成  年度の食品の輸出計画を下記のとおり提出します。 

 

記 

１．担当者 

部署名： 

担当者氏名： 

電話番号： 

メールアドレス： 

※ 上記担当者が、当該年度に係る証明書の申請手続を行うものとする。 

 

２．輸出計画 

輸出年月 輸出先国・地域 輸出品目 輸出数重量 
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